
                 

活動報告書 

団体名：ＮＰＯ相模原こもれび 

 

活動場所 木もれびの森活動地 記録者 白川 泰嗣 

活動日時 令和5年 9月2日（土）9時00分～11時00分 天気 晴のち曇 32.0℃,65％ WBGT 31.7(危険) 

参加者 
浅川、安達、伊藤、江成、開沼、北村、吉川、黒岩、白川、田中、田村、中尾、 

西原、浜田、平野、藤井、松浦、本田、三浦、目黒（一）、目黒（奈） 
計21名 

活動内容 森づくりと保全活動 

使用道具 手鎌、熊手 

機器操作者 
刈払い機 チェーンソー 

浅川、安達、吉川、黒岩、白川、田村、中尾、西原、本田、三浦、目黒（一） 平野 

区域 ①Ａ、Ｅ地区 

作業内容 ①散策路の下草刈り 

  

   多くの会員が、自転車で参加される    散策路の少し外側まで、草刈りを心掛ける 

  

      作業後の森に、小路が開けた いつもゴミひとつ落ちていない、愛される散策路 

次回の予定：定例活動9:00～ 

9月 9日（土）イヌシデ広場集合 

9月 17日（日）イヌシデ広場集合 

9月 27日（水）イヌシデ広場集合 

報告事項・トピックス 

●今年の残暑は衰えを知らず、周辺よりも2～3℃は涼しいであろう「木もれ

びの森」であっても、熱中症指数と会員の体調を注視しながら活動した。 

●21名もの会員に参加いただき、木々の中で新鮮な空気を吸いながら、全て

の世代が活躍し、健康的に汗を流し、目に見える成果が出せ、達成感に満ち

溢れられることは非常に喜ばしいことだと思う。森を散策される方々からの

応援も我々の糧となっており、心身ともに充実した時間を過ごせている。 

●今後のイベントに向け、北欧で人気の装飾品「ヒンメリ」用の材料として

麦藁より丈夫な篠竹（「東（国）根笹」アズマネザサ）を集めた。イネ科の

多年生常緑・半常緑竹で厄介者ではあるが、資源の循環を促したい。 以上 

イベント： 

9月16日（土）一日研修 

☆ボランティア募集・経験不問☆ 

第1土曜、2土曜、3日曜、4水曜の中

から好きな日の午前に参加可。活動日

の朝9:00前に長袖で来て下さい。 


